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新しいREVEL® SA1000サブウーファー･アンプをお買い上げいただき、ありが
とうございます。

アンプのパフォーマンスとサブウーファー･システムの構成を最適化する
ため、以下の設置と設定情報をお読みください。

REVEL®(レベル)について
1996年から、REVEL®はラウドスピーカー設計とパフォーマンスの最先端を
走り続けてきました。Harman International(ハーマン･インターナショナル)の世
界をリードする研究と設計設備に支えられて、REVEL®ラウドスピーカーは
以下のような最先端のリソースの恩恵を受けています:

大規模な複数の無響室により、精密なテストと測定が可能。• 

ダブルブラインドで、独立した位置づけのリスニングテストを行うた• 

めのマルチチャンネルリスニング研究所。

レーザー干渉計により、詳細なドライバーとキャビネット分析が可能。• 

最先端のラウドスピーカー･モデリングを利用した有限要素解析。• 

ステレオ･リソグラフィ装置が、細工されたパーツを素早く製作。• 

重要な安全上の指示
説明書を読む。1. 

手順を守る。2. 

全ての警告に留意する。3. 

全ての指示に従う。4. 

水の近くでこの装置を使用しない。5. 

乾いた布のみで手入れをする。6. 

通気開口部をふさがない。メーカーの説明書に従って設置する。7. 

ラジエーター、ヒートレジスター、ストーブまたは発熱する他の装置(アンプ8. 

を含む)などの熱源の近くに設置しない。

極性プラグまたは接地タイププラグの安全基準を守る。極性プラグには2つ9. 

のブレードがあり、片方がもう一方よりも広い。接地タイププラグには2つのブ
レードがあり、3番目のアースが分岐している。広いブレードまたは3番目のピ
ンは安全のために取り付けられている。付属のプラグがコンセントに適合し
ない場合は、電気工に相談して旧式のコンセントを交換する。

電源コードの上を歩いたり、挟んだりしない(特にプラグ、コンセントおよび機10. 

器から出ている部分)ように保護する。

メーカーによって指定された付属品のみを使用する。11. 

メーカーによって指定された、または装置に同梱されているカー12. 

ト、スタンド、三脚、ブラケットまたはテーブルのみを使用する。カー
トを使用する場合、転倒によるけがを避けるためにカートに載せ
て装置を移動する際には注意する。

雷雨の間、または長期間使用しない場合はこの装置のプラグを抜く。13. 

資格のあるサービス提供者に全ての修理を任せる。電源コードまたはプラ14. 

グが破損した、装置に液体がこぼれたまたは物が落ちた、または装置が雨
または湿気にさらされて正常に作動しない、または装置を落としたというよ
うに、装置が何らかの形で破損した場合、修理が必要である。

この装置を水滴または水しぶきに当てないようにして、花びんのように液15. 

体でいっぱいの物体を装置の上に置いていないことを確認する。

電源プラグは機器の電源を切る装置として使用し、いつでも操作できる状16. 

態にしておく。

警告：17. 装置は保安用アース接続と共に電源ソケットコンセントに接続され
ているものとします。

警告
電気ショックの危険

絶対に開けないでください

注意: RISQUE DE CHOC ELECTRIQUE-NE PAS OUVRIR.

矢印の雷鳴記号の付いた正三角形内は、人への電気ショックの危
険がある、製品エンクロージャー内の絶縁されていない「危険電圧」
の存在をユーザーに警告するためのものです。

警告：エンクロージャー内部にはユーザーが修理可能な部品はない
ので、電気ショックのリスクを減らすため、カバー(または背面)を取り
外さないでください。資格のある人物に修理を任せてください。

感嘆符の付いた正三角形内は、製品に付属している資料内での重
要な操作およびメンテナンス(修理)上の指示の存在をユーザーに
警告するためのものです。

警告：火災または電気ショックのリスクを減らすため、この装置を雨
または湿気にさらさないこと。操作温度35˚C。
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REVEL®(レベル) SA1000サブウーファー･アンプについて

SA1000サブウーファー･アンプはREVEL®アーキテクチュアル･サブウーフ
ァーと共に使用するために特別に設計された高能率クラスDアンプで
す。REVEL®アーキテクチュアル･サブウーファーの最高のエネルギーと周波
数特性を実現するように最適化されていて、高リアクティブ負荷インピー
ダンスでも駆動するように特別に設計されています。

注：EQとヘッドルーム管理は、REVEL®(レベル)アーキテクチュアル･サブウーフ
ァーのために特別に設計されてきました! SA1000と他のサブウーファーを一
緒に使用すると、サブウーファーまたはSA1000アンプに損傷を与える可能性
があります。SA1000アンプと共に安全に使用できるモデルの最新リストを手
に入れるには、販売店にご連絡いただくか、www.revelspeakers.com にアクセス
してください。

製品の特長

広いダイナミックレンジ • 

低歪みと低ノイズ• 

2つのEQモード(インウォールおよびインシーリング･サブウーファー向• 
けにカスタマイズされた)

ユーザー調整が可能なシングルバンドPEQ(ルーム･イコライゼーション)• 

自動で電源がオン(信号を検出した場合)になり、信号が検出されない• 
場合は10分後に電源オフ

ショートと過電流からの保護• 

過熱の補正• 

REVEL• ®あたりアーキテクチュアル･インウォールまたはインシーリン
グ･サブウーファーに簡単に設置･接続するための2本のデュアルバナ
ナ出力コネクタ(あたりアンプ1基につき最大2つのサブウーファー･モ
ジュール) 

同梱品

SA1000サブウーファー･アンプx1 • 

ラックマウント･ブラケットx2• 

ラックマウント･ブラケット取り付け用ねじx4 • 

SA1000取扱説明書x1• 

電源コードx1• 

開封
アンプと付属品を慎重に取り出します。運送中の損傷がある場合は、ただ
ちに販売店および/または配送サービスにご報告ください。後で使用でき
るように、発送用のダンボールおよびこん包材を保管してください。

警告：アンプの設定を始める前に、この説明書の始めに記載されている重
要な安全上の指示を必ず読み、順守してください。

1.電源用LED

電源インジケーターLEDではSA1000アンプの現在の状態を確認できます。
アンプの電源状態は3種類あります：

レッド: スタンバイ-10分間システムからの信号が検知されない場合、 • 

SA1000は自動的にスタンバイモードに入ります。

グリーン：オン–「オン」状態になるか、または信号が検出された場• 

合、SA1000の電源が入ります。

ライトが消灯: オフ-AC主電源スイッチがオフポジションまたはSA1000• 

のプラグが外されています。

2.ボリューム･コントロール

アンプのボリュームレベルを調節します。

フロントパネル･レイアウト

図1：フロントパネル コントロールおよびインジケーター

1 2

www.revelspeakers.com
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図2のように、SA1000アンプのリアパネルには以下のコネクタとコントロー
ルが含まれます：

接続

1.入力

入力はRCAラインレベル入力ジャックを通して行い、これらのコネクタにプ
リアンプ、レシーバー、サラウンド･プロセッサの出力端子を接続します。
シングルLFE出力に接続している場合は、どちらかのジャックにその出力を
接続することができます。サブウーファー/アンプシステムからさらに出力
音圧レベルが必要な場合は、LFE信号リード線をYアダプタに接続し、各ジ
ャックに出力を1つずつ接続します。

2.出力

5ウェイ･バインディング･ポスト端子付きの2セットの出力端子接続が備え
られています。各バインディング･ポストには標準的な4mmバナナコネク
タ、クリンプ端子、ピン、ポストナット･カバーの下部のポスト穴を通した撚
り裸線、および金属ポストの周りに撚り裸線を巻き付けて接続できます。
各出力の最低インピーダンスは8Ωです(B28WまたはB28C)。

要注意：SA1000はブリッジ接続構成で使用するようには設計されていません。

3.ローパス･クロスオーバー

可変式50Hz～150Hzローパス･クロスオーバーはSA1000がメインスピーカ
ーと調和する周波数を決定します。

注：このコントロールはシステムのメインスピーカーの周波数帯域に限定
されません。ローパス･クロスオーバー･コントロールを調整して正しくサ
テライト･スピーカーに調和させます。調和が正確である場合、楽器の音
色やクロスオーバー領域の声が正しいレベルで聞こえます。サブウーファ
ー周波数やサテライト周波数と比較して大きすぎたり、ソフトすぎることが
ありません。コントロールを「LFE」に変えた場合、クロスオーバーはバイパ
スモードになり、全てのクロスオーバー設定はプロセッサまたはAVRで設
定します。

イコライゼーション

イコライゼーション･コントロールは、特定のリスニングルーム内のリスニ
ング位置にアンプのレスポンスを合わせます。図3にあるように、パラメト
リック･イコライザーには周波数、帯域幅(または「Q」)、EQの1バンドのEQレ
ベル調整を行う可変コントロールが含まれます。これらのコントロールを
使用するには、まずEQスイッチを「オン」にセットする必要があります。

図3: リアパネル・イコライゼーション･コントロール

注：イコライゼーション･コントロールを適切に調節するには、特別な測定装
置が必要です。Revel®公認販売店は、確実に最適な結果を出す適格な装置
を使用して、適切な測定をすることができます。

4.EQ周波数コントロール

この調整により、特定の問題領域の中央周波数を選択することができま
す。レンジは32Hz～100Hzです。

5.EQ帯域幅コントロール

イコライザーが有効になる周波数レンジを設定します。レンジは0.1～0.6

オクターブです。

6.EQレベル･コントロール

EQ周波数コントロールにより、ブーストまたはカットが選択された周波数
にどの程度適用されるかを調整することが可能です。このコントロール
は-12dBから最大で+3dBまで調整できます。

7.位相スイッチ

フロントスピーカーに対するサブウーファー出力の位相を調整します。適
切な位相調整はインウォール･サブウーファーの設置位置やリスナーのポ
ジションといった可変要素によっても決まることがあります。このスイッチ
は基本的なリスニング位置での中低域の最大出力を設定します。

リアパネル･レイアウト
このセクションの番号のついた項目に対応する図2の番号

図2：リアパネル･コントロールおよびコネクタ

1 11

109876543

2
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8.EQオン/オフスイッチ

パラメトリックEQコントロールの使用可能/使用不可(周波数、帯域幅、EQレ
ベル、位相はコントロールできません)。

9.「1 2」、またはサブウーファー･タイプ･スイッチ

工場出荷時にあらかじめプログラムされたサブウーファータイプ設定の
選択： 

タイプ1設定ではRevel• ® B28Cと共に使用することを選択

タイプ2設定ではRevel• ® B28Wと共に使用することを選択

10.AC主電源スイッチ

AC入力コードから電源を接続、または接続を切ります。断続的に使用する
間は、電源スイッチはオンのままにしておくことができます。長期間使用し
ない場合は電源スイッチをオフにすることをお勧めします。

11.電源コードコネクタ

付属の電源コードをこのコネクタと壁に設置されたACコンセントに差し込
みます。SA1000の電流ドローのため、 この製品に電力を供給するのに、い
かなるオーディオ/ビデオ機器に付属した差し込み口も絶対に使用しない
でください。

電源コードコネクタには、差し込み口の下側に位置するヒューズトレイが
含まれます。ヒューズを利用する必要がある場合は、常にAC電源/コンセン
トとユニットとの接続を切ります。同じタイプで、指定された電圧と定格電
流のヒューズと交換します。

100～120VACモデル：10AH、250V

230～240VACモデル：5AH、250V

設置
警告: 設置する前に、アンプの電源が未接続で、全てのレベル･コントロー
ルが一番低い設定(反時計回り)になっていることをご確認ください。

電源が適切にRevel® SA1000アンプに適正なAC主電圧と電流を供給してい
ることをご確認ください。必ず、アンプの作動電圧を使用可能なAC主電圧
と合わせてください。

SA1000をお持ちのキャビネット/ラックシステムに設置するには、以下の手順
に従ってください：

設置に使用できる/または必要な場合は、同梱のねじを使用してアン• 

プのフロントの各側面にラックマウント･ブラケットを取り付けます。
図4をご参照ください

ラックマウント･ブラケットを通し、ラック用取り付けねじを使用して• 

キャビネットにSA1000を設置します。キャビネットへの設置の詳細
については、お持ちのキャビネットのユーザーガイドをご参照くだ
さい。

図4

冷却の必要性
新しいRevel® SA1000アンプは適切な設置により、Revel®アーキテクチュアル･
サブウーファー(B28Wインウォール･サブウーファーまたはB28Cインシーリン
グ･サブウーファーのどちらか)の連続使用向けに設計されています。

Revel® SA1000アンプは熱保護回路を搭載していて、過熱しすぎた場合にア
ンプの電源を切ります。熱に関して問題がある場合、負荷インピーダンス、
空気の流れ、周囲の温度を含むいくつかの要因が原因である可能性があ
ります。

熱に関するインピーダンスを避けるには、推奨されるREVEL®アーキテクチ
ュアル･サブウーファー以外の用途にサブウーファーを絶対に使用しない
でください。

空気の流れの制約が別の問題要因である可能性があります。自然の対流
により、常にユニットの周囲に十分に空気が流れるようにアンプを設置し
ます。SA1000は一般的な設計のラック取り付け環境で十分に機能します。
機器の下部が熱くなって周囲の温度を上げるので、設置位置が適切かどう
か試さなければならないことがあります。熱が環流している場合は、機器
をラックの下部に移動させなければならないこともあります。

室温が高ければ、低い室温よりも限界温度に近い状態でSA1000を作動さ
せることになるので、周辺の温度も問題要因の1つになる可能性がありま
す。部屋が過度に暑い場合は、部屋の温度を下げるか、もっと涼しい時間
にアンプ/サブウーファーを使用してください。

接続/アンプ
警告: 全てのシステム･コンポーネントの電源がオフにならない限り、絶対に
接続したり、接続を切らないでください。

2チャンネル･アプリケーション–メインの出力に接続する

L R

L

R

レシーバー/プリアンプ 
メイン出力

入力 
SA1000入力パネル

図5

メイン出力への接続

図5にあるように、SA1000リアパネル上の各入力コネクタにレシーバ1. 

ー/プリアンプの左右のメイン出力をデュアルチャンネルRCAパッチ
ケーブルで接続してください。

注：この構成は、2組のメイン出力がある、プリアンプ出力付のレシーバーま
たはプリアンプ/サブウーファーアンプの構成に適用されます。レシーバーに
プリまたはメイン出力からアンプイン･コネクタまでジャンパーがついている
場合、またはプリアンプにメイン出力コネクタが1組しかない場合は、Yアダプ
ターはメインパワーアンプとサブウーファーの両方に同じ信号を送るために
使用します。テープ出力またはレコード出力コネクタは使用できません。
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構成/配線
シングルサブ接続(B28Wの場合を図示)

警告: 全てのシステム･コンポーネントの電源がオフにならない限り、絶対に接続したり、接続を切らないでください。

SA1000へのラインレベル接続オプション：

SA1000アンプのLおよびR入力にレシーバー/プロセッサの左右メイン出力を1組のRCAケーブルで接続• 

レシーバー/プロセッサのサブウーファー出力をLまたはR入力のどちらかに接続• 

VOLUME

ソース

SA1000

B28W 
リアビュー

図6

重要：B28Wインウォール･サブの場合はEQ2を選択。B28Cインシーリングの場合はEQ1を選択。

デュアルサブ接続(B28Wの場合を表示)

警告: 全てのシステム･コンポーネントの電源がオフにならない限り、絶対に接続したり、接続を切らないでください。

A A

VOLUME

SA1000

B28W 
リアビュー

B28W 
フロントビュー 

(参考までに)

ソース

図7

重要：B28Wインウォール･サブの場合はEQ2を選択。B28Cインシーリングの場合はEQ1を選択。
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トラブルシューティング

状態 考えられる理由

フロントLEDがオンにならない アンプの電源が入らない：アンプが電源コンセントに接続されていない。電源コードが電気が来ているAC電源コ• 

ンセントに差し込まれていることを確認してください。

アンプの電源が入らない：AC主電源スイッチがオフにセットされている。主電源スイッチがオンにセットされて• 

いることを確認してください。

アンプの電源が入らない：電源ヒューズが飛んでいる。• 

重要！

AC電源ヒューズセクションを確認する前に、必ずAC電源とユニットとの接続を切ってください。AC電源ヒューズ
は通常、故障しない限り飛ばないことになっています。ヒューズは、最初から同梱されている指定されたヒュー
ズと同一のタイプと定格のものに交換する必要があります。ヒューズを交換して短期間内に再度飛んだ場合
は、直ちに全電源を外し、販売店のサービス係にご連絡ください。

LEDがグリーンだが、サウンドが聞こ
えないか、低出力サウンドレベルで
ある

入力信号が表示されないか、極度の低入力レベルである。プリアンプまたはプロセッサでサブウーファーレベル• 

設定を確認してください。

ボリューム･コントロールが最小設定になっている：SA1000のフロントに取り付けられたボリューム･コントロー• 

ルを時計回りに回してください。

クロスオーバー･コントロールの設定が低すぎる：クロスオーバー･コントロールを時計回りに回してクロスオー• 

バー周波数を上げてください。

断続的な作動(フロントパネルLEDが
グリーンからレッドに変わっている)

出力配線がショートしている：ラウドスピーカー･ケーブルがショートしているかどうかを確認してください。• 

アンプが熱保護状態にある：この説明書の「冷却の必要性」セクションをご参照ください。通気が制限されてい• 

る、および/または周囲が高温であるかどうかをお確かめください。

仕様

説明 仕様

4Ωの最低インピーダンスでの定格出力電力(RMS) 700ワット 

ピーク出力 1500W

定格インピーダンス スピーカー出力につき8Ω

最小負荷インピーダンス 4Ω 

特定モデルのEQ 1：Revel B28C用のみ; 2：Revel B28W用のみ

1Wまでの入力音圧レベル@50Hz 16.3mVrms +/-1dB(シングル入力駆動) ゲイン=41.7dB

過負荷入力(デュアル入力駆動) 2.0Vrms以上

入力インピーダンス 10KΩ超

ローパス･クロスオーバーレンジ 50～150Hz

オート･ターンオン入力音圧レベル@50Hz 標準10mV

1WでのTHD+N 0.3%未満

定格出力電力でのTHD+N 1%未満 

1WまでのS/N比 65dBA未満

最低AC電源所用電力 100-120VAC-50-60Hzモデル：700W、5A 

230VAC-50-60Hzモデル：700W、3A

電力消費量(スタンバイ時) 0.5W 

高さ 3.50インチ(88.90mm)

幅 17インチ(431.8mm)

奥行 11.04インチ(280.3mm)

重量 14ポンド(6.35Kg)

特徴、仕様および外観は、予告なしに変更されることがあります。
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Limited Warranty
Revel loudspeakers are warranted against defects. The duration of a warranty depends on the laws in the country in which it was purchased.  
Your local Revel retailer can help you determine the duration and coverage of your warranty.

For more information please visit: REVELSPEAKERS.COM

Please visit REVELSPEAKERS.COM for additional language support on the user manual.

Veuillez visiter REVELSPEAKERS.COM pour obtenir le mode d'emploi en d'autres langues.

Para obter o manual do usuário em outros idiomas, acesse REVELSPEAKERS.COM

Ga naar REVELSPEAKERS.COM voor de handleiding in andere talen.

Gå til REVELSPEAKERS.COM for bruksanvisning på flere språk.

Если вам требуется дополнительные версии руководства пользователя на других языках, посетите сайт REVELSPEAKERS.COM.

別の言語に対応したユーザーマニュアルを読むには、REVELSPEAKERS.COMにアクセスしてください。

사용자 설명서에 대한 추가 언어 지원은 REVELSPEAKERS.COM에서 확인하십시오

请访问 REVELSPEAKERS.COM 以获取其他语言版本的用户手册。

Visita REVELSPEAKERS.COM para obtener el manual de usuario de soporte en idiomas adicionales.

Weitere Sprachfassungen der Bedienungsanleitung findest Du unter REVELSPEAKERS.COM.

Si prega di visitare REVELSPEAKERS.COM per i manuali di istruzioni in altre lingue.

Jos tarvitset ylimääräistä kieleen liittyvää tukea käyttöohjeesta, käy osoitteessa REVELSPEAKERS.COM.

Gå ind på REVELSPEAKERS.COM for at se betjeningsvejledningen på flere sprog.

Gå till REVELSPEAKERS.COM för mer information om språk i användarmanualen.
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Торговая марка: Revel

Назначение товара: Пассивная акустическая система

Изготовитель: Харман Интернешнл Индастриз Инкорпорейтед, США, 06901 
Коннектикут, г.Стэмфорд, Атлантик Стрит 400, офис 1500

Страна происхождения: Китай

Импортер в Россию: ООО Внешторг-Юг, Россия, 171640, Тверская область, г.Кашин, ул. 
Карла Маркса, д.57A

Гарантийный период: 1 год

Информация о сервисных центрах: http://absolut-audio.ru/Servis/  тел. +7 (495) 995-10-80

Срок службы: 5 лет

Номер документа соответствия: Товар не подлежит обязательной сертификации

Дата производства: Дата изготовления устройства определяется по двум буквенным 
обозначениям из второй группы символов серийного номера изделия, 
следующих после разделительного знака «-». Кодировка соответствует 
порядку букв латинского алфавита, начиная с января 2010 года: 
000000-MY0000000, где «M» - месяц производства (А - январь, B - 
февраль, C - март и т.д.) и «Y» - год производства (A - 2010, B - 2011, 
C - 2012 и т.д.).

产品中有害物质的名称及含量

部件名称 目标部件

有害物质或元素

铅  
(Pb)

汞  
(Hg)

镉  
(Cd)

六价铬 
(Cr(VI))

多溴联茉  
(PBB)

多溴二苯醚 
(PBDE)

电路板
印刷电路板，电路板上的电子零件（不包括特定电子

零件），内部相关连接线
X 0 0 0 0 0

框体 外壳，面板，背板等 X 0 0 0 0 0

特定电子零部件 变压器，保险丝，大型电解电容，电源插座 X 0 0 0 0 0

附件 电线，说明书，包装等 X 0 0 0 0 0

本表格依据 SJ/T 11364 的规定编制

O：表示该有害物质在该部件所有均质材料中的含量均在 GB/T 26572 规定的限量要求以下。

X：表示该有害物质至少在该部件的某一均质材料中的含量超出 GB/T 26572 规定的限量要求。

   在中华人民共和国境内销售的电子电气产品上将印有“环保使用期”(EPuP) 符号。 

圆圈中的数字代表产品的正常环保使用年限。

www.revelspeakers.com

